
まさきだより  令和８年９月２８日 

「English is the key to the world.」（英語は世界への鍵です。） 

  クマーラシンハ駐日スリランカ大使より、児童へのメッセージ 

  

 駐日スリランカ大使のピヴィトゥル・ジャナック・クマーラシンハさんが９月１５
日、本校を訪問され、シギリヤセントラルカレッジの生徒とのオンライン交流を視察
されました。これは、同大使が長年スリランカと交流している羽島市を訪問すること
にあわせて行われました。 

オンライン交流では、お互いの学校の紹介をしたり、クイズを出し合ったりして交
流を深めました。 

 このシギリヤセントラルカレッジとのオンライン交流は令和５年度から行ってい
て、今年で４年目の交流になります。６年１組、３組、４組の児童は９月２４日、２
５日に交流を行いました。毎年、６年生の児童が交流をしています。 

 スリランカの学校との交流についての児童の感想を紹介します。 

９月中旬 【交流前】 

・スリランカの人たちの生活文化を知りたいので、楽しみにしています。 

・違う国との交流をしたことがないから、言語は違うけれど、日本とスリランカの文
化の違いをたくさん知りたい。 

・スリランカの文化を知ったり、日本の文化を教えたりして、違いを分かり合いた
い。 

９月下旬 【交流後】 

・もっと外国の文化を知りたくなった。 

・違う国の人と交流することは、そんなに悪いことではないんだなと思った。 

・スリランカの人の服装は全身真っ白なワンピースだった。私も着てみたいと思っ
た。 

 交流後に、クマーラシンハ大使からは、「授業の内容も素晴らしく、とても良い取
り組みである。今後もスリランカと日本の交流を続けてほしい。」と期待を寄せられ
ました。 

 本校では、外国の方に学校に来ていただいて、児童と一緒に授業を受けたり、活動
したりして英語への関心を高めるとともに、多様性を理解するための教育に力を入れ

ています。今後とも本校の教育活
動にご理解とご協力をよろしくお
願いいたします。 

校長 花村伸二 
 
 

 

写真＝スリランカとのオンライン
交流、９月１５日 

 

 

 


